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本会派報では、墨田区議会における会派「新しいすみだ」の活動をご報告します。

　墨田区の平成7年度の予算案を審議するために、墨田区議会の予算特別委員会が2月から開催されました。インフレによる物価
高という厳しい経済状況の中、教育負担の多い子育て世代や、年金生活のご高齢者に対する支援策を充実させる必要があります。
墨田区の本年度の予算が、少しでもそんな皆様のお役に立つ様に、井上ノエミは連日この予算案についての墨田区長・区幹部に質
問や提言を行いました。本会派報では予算特別委員会における井上ノエミの質問の一部をご紹介します。暮らしやすい墨田区を作
るためにも、区民の皆様の生活が少しでも楽になる様に、井上ノエミは今後も頑張ります。

写真：予算特別委員会で質問する井上ノエミ

 　本年度の予算では、中学生の修学旅行と小学校の移動教
室の無料化、そして幼稚園の昼食費補助と、子育て世代には
たいへん助かる予算が実現しました。しかし、小中学校での
保護者の教材費などの負担は、東京都の平均に比べて墨田
区はまだ高いのが現状です。子育て世代の負担軽減を求め
て山本区長に質問しました。

予算特別委員会のご報告

子育て世代に対する支援策を充実せよ！！

　墨田区には、75事業所のデイサービスがあります。区民が質の高
いサービスを受けられる様にしっかりと監督指導していく必要があ
ります。利用者が一日中座ってゲームなどをしていると、かえって足
腰が弱くなることが危惧されます。本当に区民の健康増進や介護予
防に役立っているか、専門家の力を借りて検証する必要があります。

予算特別委員会のご報告

　　　　墨田区は近隣区に比べて子育てに対する補助が少
ないという声が多い。その意味で今回の予算は評価できる。
区長として子育て世代に対する支援についてどう考えるか。

井上

                 墨田区で子育
てをして良かったと思え
る様に議会とも協議し
て支援策を作っていく。
教育の充実、子どもの育
ちの支援と、誰もが安心
して子育てしていける墨
田区をしっかりと作って
いく。

区長

小中学校の教育費負担の軽減が必要！！

 　小学校・中学校の入学には、制服、教材などの多額の費用
が掛かります。たいへんうれしい子供達の進学ですが、その
費用を工面するための家庭のご苦労もたいへんです。私、井
上ノエミはこれまで墨田区議会において、制服、スポーツ着
などの値段が高すぎることをたびたび指摘してきました。ま
た中学校では、教材費などの受益者負担額でも墨田区は東
京の平均よりも14,000円も高いのが現状です。今後も学校で
の保護者の教育費の負担を減らすために、私は頑張ります。

介護保険のデイサービスの質の向上を！！

　高齢者が元気で介護のいらない生活を送るためには、日々の運
動がたいへん重要です。墨田区では健康寿命を延ばすためのさま
ざまな高齢者のための運動プログラムを実施しています。総合体育
館での高齢者用のプログラムの実施などを充実させるなど、健康寿
命対策プログラムの充実を要望します。

高齢者の介護予防事業のいっそうの充実を！！

　墨田区は家賃が高い住宅が多く、年金で生活する高齢者家庭が
住める家賃の安い住宅が圧倒的に不足しています。すみだセイフ
ティーネット住宅の数をもっと増やす必要があります。また、区内に
ある民間のマンションの空室を高齢者が借りやすい様に、充実した
制度を作ることが必要です。

高齢者の住宅問題に真剣な対応を求める！！

高齢者をねらった詐欺の電話が増えています
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◇ 令和７年 第2号Vol .2３

　人種、外見の違い、体格の違い、衣服や所持品などの経済格差につ
いて差別発言をする人はたいへん多い。これらの差別発言が学校での
いじめの原因になる場合も多い。学校現場で、子供のうちに差別発言を
してはいけないことをしっかりと教えることが重要です。また、教員によ
る差別発言に対しては決してその様な発言は認められないとして、断固
とした処置をとる必要があります。

◇ 令和７年 第2号Vol .2３

平成7年度墨田区予算についての私の意見開陳・主張

予算特別委員会の最終日には、各会派が墨田区の予算について、意見を述べる意見開陳を行いました。ここでその一部をご紹介します。

差別のない社会を作ろう！！

震災時に墨田区にいる観光客の避難計画を作るべき！！

　首都圏の巨大地震はいつ起こるかわかりません。墨田区はこれまで
様々な対策を実施してきていますが、国際観光都市の墨田区には現在
多くの観光客が訪問しています。また、最近は民泊の施設が区内全域に
増えており、日常的に外国人観光客を見かける様になりました。大規模
な地震が起こった場合に、外国人を含む数千人規模の観光客の安全を
確保することは墨田区にとって大きな課題です。日本語の通じない外国
人を避難誘導することは決してやさしくはありません。災害発生時に観
光客の円滑な避難誘導を実現するため観光危機管理計画の策定をい
そぐ必要があります。

　トリフォニーホールでは、コンサートの区民割引制度があります。もっ
と料金を下げると多くの区民がコンサートに行けます。学生の割引価
格は1000円とたいへんお得な値段です。多くの若い方にコンサートに
行っていただきたい。また、錦糸町の総合体育館（ひがしんアリーナ）の
多目的広場は平日はほとんど空いています。利用料金が1時間1万円以
上と高いことに理由があります。料金を下げて多くの区民に利用しても
らいたいです。

　登下校の子ども達が交通事故の犠牲になる事件が毎
年全国で起こっています。登下校時の危険箇所について、
新一年生の保護者の方は不安だと思います。墨田区では、
毎年、小学校、ＰＴＡ、警察署と通学路の合同点検を行っ
ています。危険個所については、徹底的な対策を取る様
にします。また、石原2丁目には都内で初めての「ゾーン
３０プラス」という通学路対策が実施されました。墨田区
のすべてスクールゾーンに実施を要請します。また、自転
車利用者の多い墨田区では、自転車レーンの整備が必要
です。安心して自転車に乗れる墨田区を作るために、私は
頑張ります。

　障害者を虐待、パワハラ、セクハラから守るために障
害者虐待防止法が制定されています。障害を持った方は、
セクハラや性暴力の被害にあっても声を上げる事が出来
ないで泣き寝入りする場合があります。墨田区に住むすべ
ての障害者の方々の人権が守られる様に、防止対策が適
切に取られる必要があります。
　墨田区では、墨田区24時間障害者虐待通報ダイヤル
が設置されています。

墨田区24時間
障害者虐待通報ダイヤル

墨田区の公共施設の利用料金を下げる必要があります！

子ども達を交通事故から守ろう！！

障害者の権利を守ろう！！


